
 

「 人 権 月 間 」 を 迎 え て 

校 長  椹 木  稔 
 

 人には，人間らしく生きる権利「人権」があります。「２１世紀は人権の世紀である」とよ

く言われていますが，人が人として尊重されることを，２１世紀は目指しています。それは，

前の世紀の２０世紀が，それとは反対に，「戦争の世紀である」と言われ，人権が大切にされ

ない世紀であったことを反省し，国際連合において世界人権宣言が採択されたのです。採択さ

れたのが，１２月であったため，１２月が「人権月間」と呼ばれるようになったのです。 
 小学校においても，人権を大切にする教育を行っています。その取組は，「人権教育」と呼

ばれています。具体的には，「女性差別」をなくすための「男女平等教育」，「障害者に対する

差別」をなくすための「総合育成支援教育」，在日韓国・朝鮮の人々に対する「民族差別」を

なくすための「外国人教育」，「同和問題」の解決を目指した「同和教育」などの取組です。そ

れぞれの取組の内容や児童の変容については，冊子にまとめたものを，後日配布させていただ

く予定をしています。 
 １２月１日（月）の自由参観日の５校時は，児童の人権意識を高める授業の公開を予定して

います。６校時は，音楽室で，「七彩ピアノコンサート」を行います。「七彩の風」にお勤めの

方で，ピアノの演奏がお上手な方をお招きして，「ピアノコンサート」を行います。小学校に

おける「合同運動会」「学芸会」や「七彩の風」における「お楽しみ会」を通して，小学校と

「七彩の風」とは交流を日常的に行っていますが，今回も「ピアノコンサート」を通して交流

を行います。 
 本校の人権教育では，「顔の見える交流」を大切にしています。「七彩の風」との交流，「朝

鮮第三初級学校」との交流も，毎年行える，息の長い交流を目指しています。「朝鮮第三初級

学校」とは，今年度，夏季休業中に「水泳学習」を通して交流をしました。顔の見える交流を

通して，人権教育についての学習を自分の問題としてとらえ，学習してくれると考えています。 
 児童の人権意識を育てていく上で，小学校で人権教育に取り組む意義は大きいと思います。

学校では，学年の発達段階をふまえて，計画的に学習を行っています。学校での取組を応援し

ていただいているのが，「保護者」「地域」の方です。本校では，人権についての学習会を今ま

で学校だけで行うのではなく，保護者・地域の方も一緒になって，地域ぐるみで行ってきまし

た。その方が，児童にとって学習効果が大きいのです。保護者・地域の方の児童の発達に与え

る影響は，とても大きいのです。ピアノコンサートを通して，子どもたちと一緒に「七彩の風」

との交流会に是非ともご参加いただきたいと思います。お待ちしています。 
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 11月17日の月曜日に５年生は，社会見学に行って来ました。行き先は，三菱自動車パワートレイ

ン製作所と金閣寺・大徳寺です。社会科の学習で，「自動車をつくる工業」を学習しました。その

学習と関わって，右京区にあります三菱自動車パワートレイン製作所の見学をさせてもらいました。

工場見学について説明を受ける会議室が４階にあり，そこへ案内してもらいました。その部屋の窓

からは，工場の屋根が見渡せ，その広さを見たとたん，子どもたちは，「うわぁー。」と歓声をあ

げました。プレゼンテーションやビデオで三菱自動車の工場について説明していただいた後，実際

に，工場内を見学しました。「ものづくり文化館」という展示室では，エンジンの仕組みの展示や

環境への取組のパネルがあり，工場の方に説明していだいて学習しました。そして，エンジンをつ

くっている工場の中を見学しました。新たに導入された機械が自動的にエンジンをつくっていると

ころでは，人が少なく，「人は機械の点検をしているだけだ。」という説明を加えてもらいながら，

見学しました。映像で学習した工場とは違い，その大きさやにおいなど実感をともなった学びがで

きました。 
 

 

 

 

                     １１月１８日火曜日に，清水焼の絵付け体験をしまし

た。 

                     まずはじめに，講師の先生に描き方を教えていただ

きました。説明をきいて，なんだ簡単じゃないかとい

う印象をもった子どもたち。しかし実際やってみると，

思ったように描けません。目を丸くして白いマグカッ

プに少しずつ色を入れていきました。少しずつ慣れて

きたのか，手つきもかなり良くなってきました。あっ

という間に時間は過ぎ，ついに完成。それぞれ自分の

考えてきたオリジナルの絵が描かれた，世界に一つだ

けのマグカップを片手に，みんな満足そうな表情をし

ていました。 

                     

 

 １１月２０日（木）宝ケ池にて，左京北支部の６年生が集まり，

駅伝交歓会が行われました。気温も天気も絶好のマラソン日となり，

それぞれが力いっぱいにがんばりました。今年は３人チームで２位

にもなり，夕方や夜に静原の地域を走ってトレーニングしていた子

どもたちの姿を思い出しました。１２月に入ると学校のマラソン大

会も行われます。自分の走りに磨きをかけて，がんばってほしいと

思っています。 

 

 

 


